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　ジ ョルジュ ・サンドの 「愛の妖精』(1849)は、これまでわが国で最もよく知 られ、サン ドの
翻訳史の中でも格別な地位を占めてきた。なぜこの作品が、このような長寿を保 ってきたのか。
その秘密は特にタイ トルに 「愛」をつけたからだ とも言われている。そのほかにタイ トルには
「妖精」 という意味がこめられてお り、 これがサンドの根本思想 と深 くかかわっていると考えら
れる。1848年の二月革命の結果に失望したサン ドは故郷ベ リーに帰 り、土着の農民信仰の ・つで
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は じめ に
　ジョルジュ ・サン ドの 『愛の妖精』La Petite Fadette(1849)は、 これまでわが国で最 も
よく知 られ、サン ドの翻訳史の中でも格別な地位を占めてきた。サンドの作品は大正時代の
r魔ケ沼』(1912年、原題:La Mare au Diable)2)以来、主に円熟期の 「田園小説」や、晩年
の童話な どい くつか翻訳されたが、全体像が十分紹介されることな く、す ぐに忘れ去られるこ
ととなった。その うちこの作品のみ岩波書店の文庫本 として唯一書店に並んできたのである。
なぜこの作品が、このような長寿を保ってきたのか。その秘密は特にタイトルに 「愛」をつけ
たからだ とも言われている。そのほかにタイトルには 「妖精」 とい う意味がこめられてお り、
これがサン ドの根本思想 と深 くかかわっていると考えられる。





　原題はLa Petite Fadetteである。ヒロインの名前をとって 「小さいファデ ット」 とい う意




沼』La Mare au Diableなどにも同様のヒロインが登場する。古代から民衆の問で信仰の対




　 r愛の妖精』 はいわゆ るサ ン ドの 「田園小説」(ベ リー地方 を舞 台に農民 を主人 公 とす る小
説)の 第三作 にあ たる。第一作 はr魔 の沼』(1846)、第二作r棄 て子 フランソワ』Francois le
Champi(1847)。そ してr愛 の妖精』、 これにr笛 師の むれ』Les Maitres Sonneurs(1852)
を加 えた四作品を通常 「田園小説」 と呼ぶ。
　サ ン ドが生 ぎた時代は、ナポ レオ ン没落後の王制復古期か ら、七月王制、共和制、帝政へ と
政変が続 き、パ リ ・コ ミューンにいたるまでの社会の大変動期であ った。 サン ドの 「田園小説」
にはそ うした時代のア ンチ ・テ ーゼ としての一側面があ るが、特にr愛 の妖精』は1848年の二
月革命 との関連で語 られ るこ とが多い。
　 1848年の2,月に起 こった革命当時、経済的困窮に陥 ってい たサ ン ドは 出版者エ ッツエルか ら、
新聞 『スヘ クタ トゥール ・レプュ ブ リカ ン』Le Spectateur republicainに小説 を書 くよう依頼
され る とす ぐに承諾 してい る。 この新聞は臨 時政 府の首相 カベニヤ ックCavaignacを支持 し
て いた。9月 に書かれ た同新聞の予告 タイ トル にrな ぜ我 々は子 羊の元 に帰 るか』(Pourquoi
nous　revenons　a　nos　moutons.)とい うキ ャッチフ レーズが見 られ る。 「子羊の もとに帰 る」
とい う言葉 には、「本題 に立ち返 る」 とい う意 味があ るが、本題 とは一作 目の 田園小説r魔 の
沼』の こ とを意味 してお り、なぜ 「田園小説」に戻 ったか とい うニ ュア ンスが感 じられ る。ま
た 「羊 小屋」 とい う語 も見 られ、 「羊」 や 「羊小屋 」 とは、 すなわち 田舎のお話、 田園小説 の
こ とである。 しか しこの新 聞が廃 刊 とな ったため、 当時の社会主 義の機関紙rク レデ ィ』Le
Creditに11月1日か ら連載 された。　r愛の妖精 』(エ ッツエル 版の全集)に 付 され た1851年の
序文 には、サ ン ド自身に よって次の よ うな革命の挫折 と作品の成立事情が明 らかに されてい る。
1848年6月のあの忌わしい数 日の直後であったが、外界の嵐に魂の底まで掻き乱され、悲
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しま され た私は、孤独な生活に閉 じこもるこ とに よって、心の平静は とうてい望めないま
で も、せめて信念を取 り戻そ うとつ とめたのであ った4)。
　では、サン ドは二月革命時にいかなる行動を とったのだろうか。2月に起 こった革命は、パ
リの労働者、学生、 市民 の大規模 な反政府デモに始 ま り、 国王ル イ ・フ ィリップLouis
Philippeの退位、共和国宣言 と続いた。サン ドは3月1日 ノアンより駆けつけ、臨時革命政








は武装 して抵抗、政府側、反乱側 ともに多 くの犠牲者がでる。6月、階級闘争であったこの蜂
起は二月革命以来の社会状況を決定的に変えた。階級問の融合を願ってサンドが描いていた社
会主義共和国の夢は霧散 して しまった5)。深い失意を抱いていた時期に書かれたのがr愛 の妖
精』だ ったのである。1848年の序には 「私はこれを特にアルマン にささげる」(Je　dedie
celui-ci　en　particulier,　a　Armand…)とある6)。5月以来獄中にあったバルベスを慰めるため
とい う創作当時の心境も読み取れる。




ドは 「二月革命の挫折により田園小説に帰 った」 とい う表現は適切ではない。む しろ社会主
義小説に見られるサンドの思想は田園小説においても脈々と引き継がれている。た とえば社会
主義小説の傑作 『アンジボーの粉挽 き』Le Meunier d'Angibault(1845)のテーマである 「結
婚による階級の融和」はそのまま 「身分違いの結婚」 とい う形で田園小説に引き継がれている
のではないだろうか。ただ、社会主義小説 と田園小説を分けるのは、田園小説の主人公はアン


















むれ』を四つの連作 として 「麻打ち夜話」 とい う総題の基に一まとめにする計画を持っていた。
この計画は実現には至らなかったが、彼女の意図通 り、四作 ともそれぞれ 「麻打ち夜話」の特
徴を備えている。ではこの 「麻打ち夜話」 とは一体 どのようなものであろうか。
　まず 「麻打ち」とは麻布の産地ベリー地方に見られる麻打ち職人のことである9/。彼は毎年9
月の終わり頃になると夜通 し麻を打ち続ける。その夜なべ仕事の傍ら語って聞かせる話 とい う
形式を借 りたのが 「麻打ち夜話」である。麻打ち男は単に麻を打つ職人とい うだけでな く、恐
らくは古い民話や伝説を語 り継 ぐいわば語 り部の役を演じていたのであろう。サンドは幼いこ





人の 『館の夜の集い』砺 〃66s　4%6妬磁 醐(1784)以来流行していた。サンドは子供の頃ジャ
ンリス夫人の 『館の夜の集い』を母から読み聞かされていたことがある。その ときの幻想的な
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炉の前に座っていた、そして暖炉 と私の問には緑のタフタのついた古い脚付きの火熱よけ






　小説のテ ーマは二つあ り、一つは双子の兄弟 ラン ドリー とシィル ヴィネ との、 も う一つは ヒ
ロイン、 ファデ ットとラン ドリー との愛情の問題であ る。その うちの一つ、 ラン ドリー とシ ィ
ル ヴィネの兄弟 について見てみ よ う。 コッス村のバルポ ーさんの家に男の子の双子が生まれた
とき、 とりあげ婆のサ ジェ ットばあ さんが、両親に、二 人を 同じ乳で育てぬ よ う、いつ も二人
を一緒 にしておかぬ よ う、また 同じよ うなか っこ うで服を着せない よ う忠告す る。二人が仲良
くな りす ぎる と、一人では生 きて いけな くな り、別れ る と必ず一人は死んで しま うとい う言い
伝 えがあ るか らだ。 しか しこの忠告は守 られず二人はいつ も一緒に同 じよ うに育て られ る。 こ
の こ とが二人の運命を決定的な ものにす る。 ラン ドリーに強い愛着心を もつ シィル ヴィネは、
弟が一 人村を 出て奉公に行 くとき深 く傷つ き、別れを嘆 き悲 しむ。明 る く健 全な農民 タイプの
弟、女の子の よ うに優 しいが神経質な兄、母親に とっては気丈な ラン ドリーよ りも、少 しだけ
兄のほ うがか わいいのであ った。
あの ラン ドリー とい う子は、ほん とに、 しんか ら男の子だ。元気に働 いた り、か らだを動
か した り、野良仕事を した り、動 きま わった り、そんな こ とさえしてい りゃいいんだ。が、
この子の方は、女の子の よ うに情があ る。ほん とにや さ しくて、可愛い くて、 これ じゃ ど
うした って 自分の眼の よ うに可愛が らずに ゃい られない12)。
　 シ ィル ヴィネは弟の ファデ ットに対す る愛を知 り、異常な嫉妬心 と苦悩のあ ま り病気 に陥 る。
ファデ ッ トの 「秘術」に よって病は癒 えるが、 シィル ヴィネもファデ ッ トを同時に愛 して しま
い、彼女をあ きらめ るため、軍 人 とな って村を 出て行 く。 この シィル ヴィネ像の中にサ ン ド自
身の心情が伺 える。つま り年下の病弱な ミュ ッセや シ ョハ ンを愛 したサ ン ドのいわゆ る母性的
愛 「アムール ・マテル ネル」(amour　materne1)を垣間見 るこ とがで きるのである。健 全で明
るい農民 タイプの弟 と、幼児的な 自己愛を捨て きれない兄、 この相反 す る性格を持 った二人が、
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双子 とい う絆で結ばれてい る とい うところに、サ ン ドの愛のオ リジナ リテ ィが感 じられ る。
3.フ ァデ ッ トと妖精性
　 「妖精」 とは一体何であ ろ うか。 フランソワ ・カラデ ックはrフ ランス児童文学史』の中で、
r愛の妖精』 に触れ なが ら次 の ように述べ ている。
しか しそ もそ も妖精(フ ェ)と は何だ ろ うか。その名前は十三世紀以来知 られてお り、運
命を司 る若 い女神を意味す るラテ ン語の 「ファタ」か らきてい る。 プロヴァンス地方の抜
け作(フ ァダ)や 、 ジ ョル ジュ ・サ ン ドの書い たべ リ地方の 『プテ ィ ット ・ファデ ット』
と同類だ。妖精物語(そ して特にその挿絵画家たち)は 妖精について、過 ぎし昔の美 しい
婦人という大ざっぱなイメージを押しつけてきたが、これは 「白い貴婦人」や集団的記憶
の中でキ リス ト教以前の ドルイド教尼僧や魔女 と混じり合ったフランスの神話の水の精た
ちだ ということを私たちは忘れることはできない13)。(下線は筆者による。)
　フランスの中世には伝承に登場する 「メ リュジーヌ」(Me1usine)とい う妖精がいたことが
よく知られている。メ リュジーヌは異類婚姻諜のヒロインで、竜の翼を持ち下半身は蛇の、水
の妖精である14)。メリュジーヌの物語は、時代を通 じて様 々な形で文学化され、フランス西部




る 「ロバの皮上」Peau d'Ane、散文による 「赤ず きん」Le Petit Chaperon rouge、「長靴をはい
た猫」Le Chat botte、「眠 りの森の美女」La Belle au bois dormant、「シンデレラ」Cendrillon,
ou la Petite Pantoufle de verreな どの妖精物語を生み出した。ペローの物語は子供にも分か
る文章で書かれてお り、今 日も世界中の子供たちに愛されている。ペローの時代から 「妖精」
は子供の友 となったのである。ジョルジュ ・サンドは母 との別離の後、ノアンの本棚に妖精物
語を見出し夢中になった。その中の一つに特にサンドの文学に大きな影響を与えた と思われる
ベローの 「ロバの皮」があった。
　ではまずr愛 の妖精』の妖精的特徴について見てみよう。ファデ ットは 「こおろぎ」 とい う
あだ名で呼ばれる、いたずら好きの妖精のような少女が、双子屋敷の双子の弟のほ うであるラ
ン ドリーの心を捉え、彼の愛によって美しい少女に変身し、やがて結婚する話である。彼女に
は両親がな く、「魔法使い」 と恐れ られている祖母のファデばあさんに育てられている。ファ
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デットも祖母同様村人に 「魔法使いの娘」 として恐れられている。反面、子供たちは彼女が面
白い話をした り、遊びを教えて くれ るので嫌っていない15)。踊 りが上手で、「まるで悪魔の生
まれ変わ りか と思 うほ ど」速 くたくみに踊る。貧しいためいつもぼろを身にま とい、色黒のた
め 「こおろぎ」《grelet》(ベリー方言でgrillonのこと)とい うあだ名で呼ばれ、妖精、 とい
うかむ しろ小さな魔法使いのようであ り、村の男の子たちも見かけると逃げるくらいである。
ちっぽけで、やせっぽちで、髪を振 り乱して、その くせ人を人 と思わないような ところがあっ
た。 リスのように木に登 り、「悪魔が乗 っているかのようにめちゃくちゃに」馬を走 らせる。
そのため 「お とこおんな」 と呼ばれることもあった16)。
　サン ドは男装したことで有名であるが、最初は16歳頃、父の代からの家庭教師デシャル トル
によって乗馬服を着せられた。男の子のように自由に体を動かすことができるように とい う配
慮からであった。 しか し、近 くの町ラ ・シャー トルの人々はサン ドが男装 し、男の子のように
自由に行動するのを非難した17)。乞食娘のようにみすぼらしい服装をし、からかわれると口汚




















そ して水に対する恐怖。夜 と水は彼を死の淵へ と引ぎず り込む。さらにランドリーの恐怖をか
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きたて気 も くるわんばか りにさせ るのは 鬼火の登場 である。「鬼 火 とい うやつ くらい、人 をた
ぶ らかす、性 の悪いやつは いない20)。」 鬼火は彼 を水へ、 そ して死へ導 く。鬼 火が ラ ン ドリー
を恐怖 させ るのはその執拗 な動 きと、 「あつ くない」 とい う超 自然 的性質 による もの であ る。
サ ン ドは この超 自然的現象に よって 「麻打ち夜話」にふ さわ しい幻想性を引 き出そ うとしてい
るよ うであ る。 ラン ドリーは執拗に付 きま とう鬼火か ら逃れ るこ とを諦めた とき、そ こヘ ファ






する。r鬼火はファデットの前で気が狂 ったように踊 りはね、会えて うれ しい というふうだっ
た。」ここで特に興味深いのは鬼火が二面性を持っているということである。鬼火はラン ドリー
に対 して 「死」のイメージを持ち恐怖をかきたてるものであった。 ところがファデ ットに対し
て鬼火は親 しいもの として現れる。「この火を起 こす精霊はぜんぜん意地悪でないし、親切に
しようとしているだけだ。」ファデ ットが現れたとたん鬼火は単なる 「大気現象」 として説明






自然現象に対 して認識不足である。それゆえ自然から 「恐怖」 とい う報いを受けるのである22)。
4.『田園の伝説』に描かれたベ リー地方の妖精信仰
　ジョルジュ ・サンドは 「田園小説」を書 く傍ら、民俗学にも興味を持っていた。息子モーリ
スの挿絵を付して、ベ リー地方の伝説を蒐集し、rフランス田園伝説集』(1858)を出版する。
この書はいわばフランスの 「遠野物語」であ りであ り、農村の伝承を蒐集したもの として高 く
評価されている。ではその 「まえがき」を見てみよう。
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らしてきたベ リー[ア ンドル県を中心 とするフランス中部地方]の 一隅に集中せざるをえ
ない。まさにほかならぬそこでこそ、それらの話を聞き集めたのだ。そこには、あの昔の
ガリア[ケ ル トな どのフランス先住民族]の 精神 と信仰が どこよりも明瞭な足跡を残して
いるブルターニュの歌のような壮大な詩はない。私たちの地方では、昔の思い出はずっと
漠然 としたひそやかなものになる。ここ、中部地方の驚異には、あの辛抱強 く良心的な女
性研究者が集大成 したノルマンディーのそれと似たものが少な くない。(原注。アメリー ・
ボスケ嬢の 『ノルマンディーのお話 とふしぎな世界』2の
　ここで注 目しておきたいことは、サンドがrフ ランス田園伝説集』を 「フランス中 どこでも
共通のある種の幻想のタイプ」 と規定していることである。サンドは当時流行していた幻想文
学の影響を受けているが、彼女の 「田園小説」には特にrフ ランス田園伝説集』における幻想
性 と共通した要素が認められる。また 『フランス田園伝説集』は、あちこちでアメ リー ・ボス
ケAm61ie　Bosquetに触れてお り、ボスケを真似ただけだとい う声もあるが、サンドの作品あっ
てこそ今 日ボスケの名が残 っているとも考えられる。rフランス田園伝説集』にたびたび引用
され、この書を書 くにあたっておおいに役立った と思われるアメリー ・ボスケの著書 『ノルマ
ンディのお話 とふ しぎな世界』La Normandie, romanesque et merveilleuseについては、興味
深い手紙がある。1845年4.月22日付けで、パ リからルーアンにいる同嬢に宛てた書簡である。
サン ドはその本を贈ってもらったお礼を述べ、ボスケ嬢の研究を誉めたたえながら、その本が
「あなたのノルマンディーのロマンチ ックな秘密に導いて くれ、私のベ リーの伝説 と伝統のす
べてをそこに見出させて くれた」 と述べている24)。
　 rフランス田園伝説集』は妖精、悪魔、自然物或いは無生物(石 、木、森、家具な ど)、動
物な どのタイプがある。その うち、最も数も多 く、特徴的なのは妖精に関するものである。妖
精に関する伝説は、r愛の妖精』やr魔 の沼』のヒロインの原型 となって主人公の心を魅了す







　 ブル ターニ ュ地方や イギ リスに見 られ る巨石文化であ るメ ンヒルや ドルメ ンは、 フランス中
部のベ リー地方 に も存在す る。rジ ャ ンヌ』 には 巨石 ジ ョマ ー トルの石が舞台 とな り、 ヒロイ
ンには ジャンヌ ・ダル クの イメ ージ とともに、 ドル イ ド教の女神官 ドル イデスの イメ ージがあ
る。 こ うした メンヒルや ドル メンの周 りで古代の宝物を警備す る妖精 もいれば、花に蜜を与 え
た り、蝶 に銀粉を振 り掛け る妖精 もい る。走 るのが専門の女の妖精。アメ リー ・ボスケ嬢の書
か ら引用 して いるのは、 田舎屋の 火のほ とりで糸 を紡 ぐ若 い妻に魅惑 された 「恋す る妖精 」
(Le　Fe　amoureux)の話であ る。そのほか羊飼いに結婚を迫 る 「火の玉婆」(Les　Flambettes)
とい う白髪の老婆の妖精な どもい る。サ ン ドが気に入 り、 田園小説に取 り入れ よ うとしたのは、
これ らの中で も 「恋す る妖精」や 「火の玉婆」の類であ る。特に 「火の玉婆」 とr愛 の妖精』
の妖精 に関す る記述には類似点が見 られ興味深い。
農夫 に とっては、それ(「鬼火」)はへ とへ とにな るまで引 っぱ りまわ した り、わけの分か
らない道を引 きま わしたあげ くに池だの川だのの一番深い ところへ連れてゆ く。それは狐
火 リュプーや小 鬼フォレ と同じで、 人を思いの ままに操 って、恐 ろしい結末に追いつめて
か ら、か らか ら と笑い声をたては じめ る25)。
　 「火の玉婆」は 「悪さをするいたずら妖精」である。ある晩羊飼いの男が小屋で寝ていると、




んか知らない」 と言 う。すると 「色 々あんたのためにしてやったお返しに、 どんなことでもわ
しの言いな りになると言ったのを忘れたのかね?」 と言い返す26)。
　 〈いたずら好き〉 とい う点がまずファデ ットと共通している。次に、 〈約束〉 とい う言葉が
どちらにも使われている。ファデ ットは迷子になったシィルヴィネの居場所をランドリーに教
える代わ りに、何でも好きなものをもらう約束をする。「火の玉婆」で も同様、〈約束〉 とその
くお返 し〉の話が出て くる。ファデットの場合は、その場ではす ぐに欲しいものを要求せず、
一年ほど後の 「玉石の浅瀬」の場面でランドリーを救 った後初めて、<お祭 りの 日に一緒に、
その 日一 日はファデットとだけ、ブーレを踊ることをお返し〉 として要求するのである。結局
この ことをきっかけに二人の恋が実 り、結婚す ることになるのであるか ら、r愛の妖精』 と
r田園の伝説』の 「火の玉婆」の妖精の話は関連がある。サン ドはベ リー地方の鬼火にまつわ
る妖精の話を小説のヒロイン、ファデ ットの中に活かしたのだ と言えるであろう。rフランス
田園伝説集』のほかの話の中でも鬼火はしばしば登場する。「森の妖火」の火 も 「あつ くない」
24
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火で、農民に恐怖を与えていた27)。















思われる。鬼火は死のイメージを持つ と同時に、ランドリーとファデ ットの愛の象徴 とも解す
ることができる。夜の 「玉石の浅瀬」でファデ ットはラン ドリーの手を引いて渡らせる。そ し
てその礼に彼女の望みのもの、すなわち祭 りの 日にブーレを一緒に踊ることを要求する。これ
こそ、何よりも彼女が願っていた 「愛」の贈 り物にほかならない。ファデットの妖精性の うち
とりわけ重要なのはこの点である。サンドが妖精を偏愛するのはその愛の魔力に憧れるからで
ある。ランドリーの手を引いて川を渡る、このファデットの指導性にサンドの強烈な個性が感
じられないであろうか?フ ァデ ットはラン ドリーの恐怖を全て見通す力を持っていた。そのよ
うに女性は男性を助ける神秘的な存在でなければならない。サンドの神秘主義が密接に絡ま り、
彼女の求める理想の女性は妖精の域まで高められようとする28)。
　サン ドは晩年 「ノアン良い奥様」(bonne　dame　de　Nohant)と呼ばれていた。 この名 こそ
「妖精」(fee)に与えられていた魔女の別名である。この ことは ミシュレがその著書 『魔女』




は、恐怖の混 じった畏敬の念か ら、彼女は 「善 き奥方(ボ ンヌ ・ダーム)」または 「美し
25
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5.『魔の沼』 におけ る 「妖精」







べを知らない彼は、鬼火に怯えていたラン ドリーと同様である。 ところがマ リはジェルマンと









史的起源を知る上で興味深い。特に 「婚礼」の後に行 う 「キャベツ」 とい う儀式は異教的な色
彩の濃いものである。「キャベツ」は、サン ドによれば 「ゴール起源の子孫繁栄の象徴」であ
る。二人の若者がぼろを身にま とい乞食夫婦に扮する。彼らは 「異教徒」 と呼ばれている。酒
に酔いつぶれた亭主 とぐちをい う女房の笑劇が繰 り返される。その後異教徒は楽隊つきでキャ
ベツを掘 りに行 く。花嫁の菜園のキャベツは花婿の家の最も高い ところに置かれるのである。
そ して花婿の菜園のキャベツも同様に花嫁の家に運ばれる。この行事は 「キャベツの象徴する
26
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繁栄 と豊饒の模擬である」 とし、サンドはキャベツの式における 「異教徒」の役割について次
のように述べている。
正気を失 うほ ど酔いしれたこの男だけがこの象徴的植物に手を触れることができるのであ





　このようにサン ドは、ぼろをま とい酔いつぶれた 「異教徒」の中に、古代の豊産の神の面影
を認めている。それは豊かな実 りと、子孫繁栄をもたらす神である。ベ リーの風土に根強 く生
き残っているパガニスム(自 然崇拝、多神教、原始宗教)礼 賛、アンチ ・カ トリシスムこそ、
r愛の妖精』やr魔 の沼』の 「妖精」の思想的源泉であった31)。
6.自 伝的要素
　 フ ァデ ッ トの特性 は純粋、 無垢 な 自然児(enfant　de　la　nature)であ る。機 関紙の予告 に
おそ ら くサ ン ドの手に よる作品紹介の ための要約があ るが、その文 の中に 《Pauvre　enfant　de
la　nature》とい う表 現が見 られ る32)。野 生的で粗野 であ るが、 自由で 自然 の中を駆け巡 り、
野草を摘む。 自然 との一体感 を持 って いる。 その野生的 な行動、魂の無垢 は、原始 人 《peuple
primitif》のイメ ージ に繋が る。 サ ン ドは 「自然に帰れ」 と言 った ルソー同様 自然 を崇拝 し、
原始生活 に憧れて いる。またサ ン ドは子 どもの頃、 ノア ンの部屋の片隅にや って きていた こお
ろぎに親 しみを感 じていた こ とが 自伝的作品r我 が生涯の記』に記 されてい る。 ファデ ットの
「こおろ ぎ」 とあだ名 は ここか ら生 まれ た と考 え られ る。
　 ファデ ットの 「妖精」的 イメ ージには、民族学やル ソーの影響のほか、サ ン ド自身の知的好
奇心が反映 してい る。た とえば、サ ン ド自身の子供時代の記憶 の中に、家庭教師のデ シャル ト
ルが貧 しい病 人の世 話 を していた こ とがあげ られ る。少 女時代か らの友 人ジ ュール ・ネ ロー
Jules　Neraudはサン ドに植物学 に対 す る興味 を与えた。 フ ァデ ッ トもサン ド同様、 けが人や
病 人を治す知識を持 って いた。ま たヒロインは花、草、石、虫な ど自然の神秘に興味があ った
のであ る。
　 次 にファデ ッ トの母につ いて見てみたい。 ファデ ッ トは 「不行跡を働 いたあげ く亭主を棄て
て、 とうとう兵隊たちについて行 って しま ったあの母親み たいにな る」 と人 々にいわれていた。
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この母親 とい うのは、弟のばったが生まれて間もな く、酒保の女将になって村から出て行って
しま う。それっきり何のたよりもな く、亭主は悲 しさと恥ずか しさとで病気になって死んで し
まい、そんなわけで年を とったファデー婆さんが二人の子供を引ぎ受けた。人々は 「母のふし
だらを言い立て、恥をかかせ ようとした」。が、ファデットはラン ドリーに 「あたしのお母さ
んは、なんと言ったってあたしのお母 さんよ。[ε]あたしはやっぱ りあ りったけの思いをこ
めてお母さんを思っているわ。だから、浮気女の娘 とか、酒保の女将の娘 とか言われるとかっ
としちまうの。」 と言 う33)。ジョルジュ ・サンドの母ソフィはパリの小鳥屋の娘で、サンドに
よれば 「踊 り子」のようなものであった。下層階級の出身で、子供を置いて出て行った とい う
点で、ソフィとファデ ットの母には共通点がある。
　サンドの父が軍人 としてナポレオン軍の遠征中、ソフィはデュポン将軍の愛人 として遠征に
同行 していた。二人は遠征先のイタリアで出会い、パ リで結婚 した。サン ドは身分の低い母を









粉挽き』で、男爵夫人のマルセル と職人のアンリ・レモール との結婚が描 くことになる。
　ほ とん ど孤児であ り、貧しいファデットと裕福な農民の子であるランドリーの身分違いの結
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　傳田久仁子によれば、メ リュジーヌと人間は 「境界(森 の泉)」で出会 う。 この物語の主軸
とされる 「妖精 と人間 との出会い と恋(と 別れ)」は12世紀にも数多 く物語 られ、そ こにも
「境界」は登場する。それは しば しば 「出会いの場」 としての役割を担っているだけでな く、
カップルにとって 「幸福の場」 として選ばれる34)。同様に、ファデットとランドリーに とって
夜の 「玉石の浅瀬」は二人を隔てていた 「境界」 と解することができる。そして川を渡るとは
「境界」を超えることであ り、川を渡 って 「異界」に移動 したカップルは幸福を得ることがで





「埃の妖精」、「ギ ョロ目の妖精」などいずれも く妖精〉の物語である。この うち特に蛙の妖精





皮」を想起 していた。なぜなら村人から醜い娘 とされていたファデ ットが、最後には村一番の
嫁に変身するとい うス トーリーは 「ロバの皮」の変身を思わせるからだ。「皮をかぶった変装」
の昔話は数多くあ り、その代表例がペローによって有名になった 「ロバの皮」である。このタ
イブの昔話は聖性や幸福に到達するためにはある種の 「汚れ」を経なければならないとい う
「シンデレラ」系列に多いが、その 「汚れ」が変装にとどまらないときは 「美女 と野獣」型の
異類婚姻諦になるという36,。育ちが悪 く、醜い少女が、裕福な家の少年の愛により美しく変身
し、結婚成就するとい うハ ッピーエンドは、サンドが子 どもの頃夢中になって読んだ妖精物語
のス トーリーであった。r愛の妖精』がサン ドの代表作であり、今なお読まれている理由は、
単に彼女が伝統の継承者であるとい う点に留まらない。他の田園小説r魔 の沼』、r棄て子フラ
ンソワ』、r笛師のむれ』 と比較 して、ヒロインが最もサン ド自身の少女時代に近いのはこの







形の下 に生まれ変 わ ります。 この妖精の女王の こ とは、あなたたちはたいへん よ く知 って
い るはずです。つま り、それは 自然です37)。(「赤槌 」)
　ジ ョル ジュ ・サ ン ドの最後の言葉は 「緑を残 して」であ った。なその よ うな この言葉は、サ
ン ドの求めた 「自然」その ものであ ったか もしれない。
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